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徽宗肖像 太湖石 
雪舟「四季山水巻」
に描かれた太湖石 宣和画譜 

徽
宗

き

そ

う 

1082
年
（
元げ

ん

豊ほ
う

5
）
～
1135
年
（

紹
し
ょ
う

興こ
う

5
） 

北
宋
の
第
８
代
皇
帝
（
在
位
1100
年
～
1125
年
） 

姓
は

趙
ち
ょ
う

、

諱
い
み
な

は
佶き

つ 

政
治
は
臣
下
に
任
せ
て
、
書
画
骨
董
な
ど
に
凝
り
、
国
費
を
浪
費
し
、 

「
風
流
天
子
」
と
呼
ば
れ
た
。「
文
化
の
皇
帝
」。 

そ
の
政
治
へ
の
無
関
心
は
奸
臣
を
は
び
こ
ら
せ
北
宋
を
亡
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。 

皇
帝
失
格
で
あ
っ
た
が
、
国
力
の
す
べ
て
を
費
や
し
て
文
化
事
業
を
振
興
し
、 

過
去
の
文
化
の
総
括
と
、
現
代
に
ま
で
つ
な
が
る
中
国
文
化
の
土
台
を
も
築
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

皇
帝
失
格
が
、
イ
コ
ー
ル
、
人
間
失
格
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。 

書
画
骨
董
の
尊
重
が
、
即
、
人
間
性
の
尊
重
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。 

政
治
と
は
何
か
？
庶
民
と
は
？
士
大
夫
と
は
？
芸
術
と
は
何
か
？ 

そ
の
人
間
に
な
り
き
ら
な
い
限
り
真
実
は
解
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
？ 

明
代
に
作
ら
れ
た
小
説
『
水
滸
伝

す
い
こ
で
ん

』（
16
世
紀
半
ば
）
に
は
北
宋
末
の
様
子
が
描
か
れ
て
面
白
い
。 

 

徽
宗
の
奢
侈

し

ゃ

し

（
贅
沢

ぜ
い
た
く

）・
・
・
民
衆
の
生
活
を
ふ
み
に
じ
っ
た
行
い
で
あ
っ
た
ら
し
い
。 

「
花か

石せ
き

綱こ
う

」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
「
綱
」
と
は
船
団
の
こ
と
。 

庭
園
を
造
る
た
め
に
各
地
か
ら
花
や
名
木
や
奇
石
を
船
で
運
ば
せ
た
。 

蔡さ
い

京け
い

が
使
っ
た
商
人
の
朱
勔

し
ゅ
べ
ん

ら
は
「
天
子
の
御
用
」
と
言
っ
て
江
南
一
帯
を
荒
し
ま
わ
っ
た
。 

強
制
労
働
さ
せ
ら
れ
た
民
衆
の
恨
み
を
買
い
、 

民
衆
蜂
起
の
発
生
の
一
因
と
な
っ
た
。（「
方
臘

ほ
う
ろ
う

の
乱
」
１
１
２
０
年
な
ど
）
。 

「
艮こ

ん

嶽が
く

」
の
造
営
と
太た

い

湖こ

石せ
き

。 

艮
嶽
は
全
国
か
ら
奇
花
珍
鳥
を
集
め
た
皇
帝
専
用
の
植
物
動
物
庭
園
で
あ
る
。 

庭
園
に
使
わ
れ
た
太た

い

湖こ

石せ
き

は
白
楽
天
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。 

そ
れ
は
、
蘇
州
の
太
湖
ま
た
は
洞
庭
湖
で
産
し
、
蘇
州
文
化
の
象
徴
で
あ
る
。 

太
湖
石
の
流
行
は
８
世
紀
後
半
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
り
、 

中
国
の
造
園
や
文
人
の
書
斎
の
飾
り
に
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
た
。 

中
国
の
石
の
文
化
の
背
景
に
は
豊
か
な
思
想
が
あ
る
。（
道
教
の
影
響
） 

太
湖
石
は
山
の
象
徴
で
あ
り
、
大
き
な
自
然
の
一
部
と
し
て
考
え
ら
れ
た
。 

孔あ
な

は
洞
窟
と
同
様
、
別
世
界
（
桃
源
郷
な
ど
）
に
通
じ
る
入
口
で
あ
り
、 

道
士
が
仙
人
に
な
る
た
め
の
修
行
の
場
所
と
考
え
ら
れ
た
。（「
壷こ

中

天

ち
ゅ
う
の
て
ん

」
の
故
事
） 

※
「
壷
中
天
」
と
は
俗
世
間
と
は
か
け
離
れ
た
別
世
界
の
こ
と
。 

（
『
後ご

漢
書

か
ん
じ
ょ

』
「
方

術

ほ
う
じ
ゅ
つ

列
伝

れ
つ
で
ん

第
七
十
二
下
」
費ひ

長

房

ち
ょ
う
ぼ
う

よ
り
） 

奇
石
は
小
宇
宙
で
あ
り
、
突
起
は
峰
や
山
と
見
立
て
ら
れ
た
。 

文
人
は
風
雪
に
よ
っ
て
も
変
わ
ら
ぬ
石
を
真
の
友
情
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
、 

生
涯
の
友
と
す
る
に
た
る
友
人
と
呼
ん
で
机
上
に
飾
っ
た
。 

そ
れ
は
、
現
実
か
ら
の
逃
避
の
た
め
の
隠
遁
術
の
一
つ
と
も
言
わ
れ
る
。 

雪
舟
は
石
と
岩
を
好
み
、
中
国
の
石
の
文
化
（
太
湖
石
）
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。 

「
宮
殿
や
道
観
」
の
建
造 

徽
宗
は
道
教
を
信
仰
し
、
道
観
を
た
く
さ
ん
建
て
た
そ
う
で
あ
る
。 

「
美
術
工
芸
品
の
蒐
集
」 

芸
術
活
動
の
資
金
作
り
の
た
め
民
衆
に
重
税
を
課
し
た
。 

全
国
に
使
者
を
派
遣
し
て
書
画
骨
董
を
集
め
た
。 

『
宣せ

ん

和
書

な

し

ょ

譜ふ

』『
宣
和
画

せ

ん

な

が

譜ふ

』『
宣せ

ん

和
博

な

は

っ

古
図

こ

ず

』『
宣
和

せ

ん

な

印
譜

い

ん

ぷ

』
な
ど
収
蔵
目
録
が
あ
る
。 

『
宣
和
画
譜
』
『
宣
和
書
譜
』
は
中
国
初
の

宮
廷
収
蔵
書
画
目
録
で
あ
る
。 

徽
宗
代
の
内
府
所
蔵
書
画
の
譜
録
で
あ
る
。 

１
１
２
０
年
（
宣
和
２
）
成
立
し
た
。 

画
譜
は
全
２
０
巻
、
晋
代
か
ら
宋
代
ま
で
の

画
家
２
３
１
名
の
作
品
６
３
９
６
幅
、 

書
譜
は
全
２
０
巻
、
１
５
２
名
の
書
家
の
作

品
１
２
５
２
点
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

複
数
の
人
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
。 

『
宣
和
博
古
図
』
は
１
１
２
３
年
（
宣
和
５
）

に
編
纂
さ
れ
た
全
３
０
巻
の
青
銅
器
な
ど

の
古
器
物
の
収
蔵
目
録
。 

『
宣
和
印
譜
』
は
印
の
収
蔵
目
録
。 

こ
れ
ら
は
の
ち
の
書
画
研
究
の
出
発
点
と

な
り
、
金
石
学
の
基
礎
を
築
い
た
。 



書道もろもろ塾 4‐11（’11,８月） 103 

徽宗 「桃鳩図」1107年（大観元年） 黄居寀 「山鷓棘雀図」北宋 

黄筌 「写生図」部分 五代～北宋 

伝徐煕 「雪竹図」 五代十国代の南唐 

美
術
学
校
の
創
設
と
院
体
画
の
完
成 

（
中
国
絵
画
史
上
ほ
か
に
類
を
見
な
い
、
国
を
挙
げ
て
の
絵
画
奨
励
の
時
代
） 

徽
宗
は
翰か

ん

林
院

り
ん
い
ん

に
書
院
、
画
院
の
制
度
を
整
備
し
書
画
院
を
開
設
し
,
身
分
の
低
か
っ
た
画
家
の
待
遇
を
改
善
し
た
。 

徽
宗
は
翰か

ん

林り
ん

図
画
院

と

が

い

ん

（
画
院
と
略
称
）
の
技
術
偏
重
の
職
人
的
絵
画
に
不
満
で
、
そ
れ
を
芸
術
の
水
準
に
ま
で
高
め
る
た
め
、
画
院
か
ら

教
育
部
門
と
し
て
「
書
画
学

し
ょ
が
が
く

」（
ま
た
は
「
画
学

が

が

く

」
と
も
い
う
宮
廷
美
術
学
校
）
を
独
立
さ
せ
、
自
ら
そ
の
指
導
に
当
た
っ
た
。 

※
１
１
０
４
年
（
崇
寧
３
）
徽
宗
は
書
画
学

し
ょ
が
が
く

を
創
設
し
、
54
歳
の
米
芾
を
書
画
学

し
ょ
が
が
く

博
士

は

か

せ

と
し
た
。 

書
画
学
博
士
は
蒐
集
さ
れ
た
書
画
の
鑑
識
に
あ
た
っ
た
。
『
宣
和
書
譜
』
『
宣
和
画
譜
』
の
編
者
は
米
芾

べ
い
ふ
つ

、
蔡さ

い

京け
い

、
蔡
卞

さ
い
べ
ん

ら
と
思
わ
れ
る
。 

※
翰
林
院
は
唐
代
の
玄
宗
が
７
３
８
年
に
設
立
し
た
翰
林
学
士
院
が
起
源
で
、
そ
こ
に
宮
廷
の
絵
画
制
作
機
関
で
あ
る
図
画
院
が
設
け
ら
れ
た
。 

※
「
翰
」
と
は
羽
毛
で
つ
く
っ
た
筆
の
意
、「
翰
林
」
と
は
学
者
や
文
人
の
仲
間
の
意
、「
翰
林
院
」
と
は
学
芸
に
関
す
る
教
育
・
研
究
機
関
の
称
。 

 

「
宋
元
の
絵
画
」
は
中
国
絵
画
の
最
高
峰
。
な
か
で
も
徽
宗
代
の
「
宣
和
絵
画
」
は
中
国
絵
画
史
の
ピ
ー
ク
と
い
わ
れ
る
。 

                                

上
の
「
桃
鳩
図
」
は
徽
宗
の
唯
一
の
真
筆
ら
し
い
。 

「
と
う
き
ゅ
う
ず
」
ま
た
「
も
も
は
と
ず
」
と
呼
ぶ
。 

28.6×

26.1
㎝ 

絹
本
着
色 

個
人
蔵
（
神
奈
川
？
）
・
国
宝
。 

院
体
画
の
傑
作
で
、
宋
元
花
鳥
画
の
究
極
と
い
わ
れ
る
。 

第
二
次
院
体
花
鳥
画
様
式
の
典
型
。
（
崔 さ

い

白 は
く

の
影
響
） 

 

院
体
画

い
ん
た
い
が

（
院
体

い
ん
た
い

と
い
う
） 

中
国
の
宮
廷
画
家
（
職
業
画
家
）
の
画
風
。 

写
実
的
で
精
密
な
の
が
特
徴
。 

在
野
の
文
人
画
の
様
式
に
対
す
る
も
の
で
、
南
宋
に
確
立
し
た
。 

代
表
的
画
家
は
徽
宗
・
夏
珪

か
け
い

・
馬 ば

遠 え
ん

・
梁

楷

り
ょ
う
か
い

な
ど
。 

 

黄こ
う

氏
体

し

た

い

と
徐じ

ょ

氏
体

し

た

い(

花
鳥
画
の
二
大
様
式) 

院
体
の
は
じ
ま
り
は
五
代
か
ら
北
宋
に
活
躍
し
た
黄
筌

こ
う
せ
ん

、
黄
居
寀

こ
う
き
ょ
さ
い

父
子
の
花
鳥
画
の
様
式
と
い
わ
れ
る
。 

写
実
を
重
ん
じ
た
そ
の
様
式
を
黄 こ

う

氏
体

し
た
い

と
い
い
、
写
意
を
重
ん
じ

た
南
唐
の
徐 じ

ょ

煕 き

の
様
式
を
徐 じ

ょ

氏
体

し
た
い

と
い
う
。 

黄
氏
体
は
画
院
で
の
画
の
基
準
と
な
り
、
徐
氏
体
は
士
大
夫
、
僧

侶
ら
に
愛
好
さ
れ
、
文
人
画
へ
と
つ
ら
な
っ
て
い
っ
た
。 

 

徽
宗
は
こ
の
二
大
様
式
を
統
合
し
た
。
（
写
実
と
写
意
の
統
合
） 

そ
れ
は
蘇
軾
の
「
画
は
無
声
の
詩
、
詩
は
有
声
の
画
」
と
い
う
主

張
の
影
響
を
受
け
て
な
さ
れ
、
そ
の
指
導
は
余
白
を
重
ん
じ
、
詩

の
内
容
を
い
か
に
造
形
す
る
か
に
主
眼
を
置
い
た
も
の
で
あ
り
、

文
学
的
な
感
受
性
や
教
養
を
画
家
に
求
め
た
。 

徐じ
ょ

煕き

は
十
世
紀
の
南
唐

の
画
家
。
徐
氏
体
の
祖
。 

水
墨
に
淡
彩
の
簡
素
な

手
法
で
新
し
い
花
鳥
画

を
大
成
し
た
。 
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欲
借
嵯
峨
萬
仞
崇
。
故
將
工 

巧
狀
層
峰
。
數
尋
蒼
色
如
煙 

合
。
一
片
盤
根
似
蘚
封
。
院
宇 

接
連
常
籍
竹
。 

池
亭
掩
映 

卻
憑
松
。
分
明
裝
出
依
巖
寺
。 

只
欠
清
宵
幾
韻
鍾
。 

風
霜
正
臘
晨
。
早
見
幾
枝
新
。

預
荷
東 

皇
化
。
偷
回
北
苑
春
。

旗
槍
雖
不
類
。
荈
孽
似
堪
倫
。

已
有
清
榮
諭
。
終
難
混
棘
蓁
。 

 

夏
日 

清
和
節
後
緑
枝
稠
。
寂
寞 

黄
梅
雨
乍
收
。
畏
日
正
長 

凝
碧
漢
。
薫
風
微
度
到
丹 

樓
。
池
荷
成
葢
閑
相
倚
。
逕 

草
鋪
裀
色
更
柔
。
永
晝
搖 

紈
避
繁
溽
。
杯
盤
時
欲
對 

清
流
。 

楷
書
。
紙
本
。
33・2×

63
㎝ 

七
言
律
詩
と
五
言
律
詩
の

二
首
が
書
か
れ
て
い
る
。 

台
北
・
故
宮
博
物
院
蔵 

徽
宗
の
瘦
金
体
は
褚
遂
良
系
書
風

の
完
成
形
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

伝
・
褚
遂
良
「
楷
書
千
字
文
」
部
分 

 
薛
稷 
「
信

行

し
ん
ぎ
ょ
う

禅
師

ぜ
ん
じ

碑 ひ

」
部
分 

706
年 

薛
稷
は
初
唐
の
四
大
家
の
一
人
と
言
わ
れ

る
こ
と
も
あ
る
。 

 

薛
曜 

「
夏
日
遊
石
淙

か
じ
つ
ゆ
う
せ
き
そ
う

詩し

」
部
分 

700
年 

薛
曜
は
薛
稷
の
従ま

た

祖い
と

兄こ

ら
し
い 

徽
宗
の
瘦
金
体
そ
っ
く
り
で
あ
る
。 

瘦そ
う

金
体

き
ん
た
い

（
瘦
金
書
と
も
い
う
） 

徽
宗
は
、
自
ら
瘦
金
体
と
名
づ
け
た
細
い
が
た
い
へ
ん
力
強
い
独
特
な
書
を
創
造
し
た
。 

瘦
金
の
「
金
」
は
金
属
の
意
と
筋
の
意
が
あ
る
よ
う
だ
。
徽
宗
は
「
瘦
金
」
と
も
号
し
て
い
る
。 

そ
れ
は
褚
遂

ち
ょ
す
い

良
り
ょ
う

（
596
❘
713
）
の
影
響
を
受
け
た
薛

稷

せ
つ
し
ょ
く

（
649
❘
713
）
や
薛
曜

せ
つ
よ
う

（
684
❘
704
）
の
書
を
学
ん
で
考
案
さ
れ
た
よ
う
だ
。 

 

欲よ
く

借
し
ゃ
く

・
風
霜

ふ
う
そ
う

二
詩
帖

に
し
じ
ょ
う 

１
１
１
０
年 

徽
宗
29
歳
の
作
。 

                     

夏
日

か
じ
つ
の

詩し

帖
じ
ょ
う  

小
楷 

紙
本 

七
律
一
首 

34×

44,5
㎝ 
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穠
芳

依
翠

萼
，
煥

爛
一

庭
中
。

零
露

霑
如

醉
，
殘

霞
照

似
融
。

丹
青

難
下

筆
，
造

化
獨

留
功
。

舞
蝶

迷
香

徑
，
翩

翩
逐

晚
風
。 

 

左
は
ら
い
、
右
は
ら
い 

縦
画
、
し
ん
に
ょ
う 

横
画
、
縦
画 

徽
宗
楷
書
の
特
徴 

流
動
的
で
細
く
痩
せ
た
線
。 

行
書
の
よ
う
に
点
画
が
つ

な
が
り
、
直
線
的
で
速
い
書

き
ぶ
り 

蔵
鋒
、
露
鋒
、
筆
の
回
転
、

上
下
動
が
強
調
さ
れ
る
。 

 

横
画
の
起
筆
は
き
り
こ
む

よ
う
に
鋭
い
。 

送
筆
部
は
速
筆
。 

収
筆
部
独
特
の
止
め
直
し
。 

 

縦
画
は
鋭
く
起
筆
し
、
送
筆

部
し
だ
い
に
筆
を
上
げ
、 

收
筆
部
独
特
の
止
め
直
し
。 

 

左
は
ら
い
は
起
筆
に
力
を

た
め
、
鋭
く
突
き
刺
す
よ
う

に
は
ら
っ
て
い
る
。 

右
は
ら
い
は
、
三
過
折
で
は

な
く
な
め
ら
か
で
、
す
べ
る

よ
う
な
書
き
ぶ
り
。 

転
折
部
は
褚
法
の
伝
統
に

の
っ
と
っ
て
い
る
。 

 

烈
火
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

点
画
が
並
ぶ
と
き
連
続
線

で
つ
な
い
で
い
る
。 

 

ハ
ネ
を
細
長
く
強
調
す
る
。 

 

字
形
は
縦
長
で
、
中
心
が
し

ま
っ
て
い
る
。 

 

配
置
は
整
然
と
し
て
い
る
。 

長
い
ハ
ネ 

転
折
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
点 

字
形 

詩
帖

し
じ
ょ
う

（
秋
花
詩)  

楷
書 

絹
本 

巻
子 

庭
の
花
を
詠
ん
だ
五
言
詩
。
一
文
字
15
㎝
ほ
ど
の
大
字
。
約
27×

266
㎝
。
台
北
故
宮
博
物
蔵 
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汝窯 青瓷水仙盆 北宋  雨過天青の色 

部
分 

定窯 白磁牙白刻花菊花鳳首瓶 北宋 

神

霄

し
ん
し
ょ
う

玉
ぎ
ょ
く

清せ
い

萬ば
ん

壽

宮

じ
ゅ
き
ゅ
う

碑ひ 

１
１
１
９
年
（
宣
和
元
年
）
部
分 

草書千字文 伝徽宗  部分 

世
界
最
高
の
芸
術
と
い
わ
れ
る
や

き
も
の
が
や
か
れ
た
の
は
、
北
宋
末

の
徽
宗
の
時
代
で
あ
る
。 

 

徽
宗
の
書
画
や
、
作
ら
せ
た
や
き
も
の
に

よ
っ
て
、
徽
宗
が
夢
み
た
理
想
の
世
界
を

窺
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。 

そ
の
や
き
も
の
と
は
、「
汝
官

じ
ょ
か
ん

窯 よ
う

」
の
青

磁
と
「
定
窯

て
い
よ
う

」
の
白
磁
で
あ
る
。 

 
 

李り

唐と
う

「
山
水
図
」
双
幅 

京
都
・
高
桐
院
蔵 

水
墨
系 

 
 

李
唐
に
よ
っ
て
北
宋
画
院
の
様
式
が
南
宋
山
水
画
に
伝
承

さ
れ
、
画
院
を
中
心
に
発
展
し
た
。 

対
角
線
構
図
法
。 

 

崔さ
い

白は
く

「
双
喜
図

そ

う

き

ず

」 

１
０
６
１
年 

絹
本
着
色 

台
北
故
宮
博
物
院
蔵 

崔
白
は
北
宋
後
期
の
花
鳥
画
家
。 

第
二
次
院
体
花
鳥
画
様
式
の
典
型
。 

崔
白
は
徽
宗
の
絵
の
師
で
あ
る
呉
元

ご
げ
ん

喩 ゆ

の
師
で
あ
る
。 

二
羽
の
オ
ナ
ガ
と
兎
が
対
角
線
上
に
あ
り
、
動
き
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

楷
書
千
字
文 

１
１
０
４
年 

徽
宗
23
歳
の
と
き
の
楷
書
。
約
31×

322
㎝
。
上
海
博
物
館
蔵
。 
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遼
（
916
❘
1125
）
の
耶や

律り
つ

阿
保
機

あ

ぼ

き

が
920
年
に
制
定
。 

漢
字
を
参
考
に
し
て
作

ら
れ
た
。 

金
（
1115
❘
1234
）
で

十
二
世
紀
に
女
真

族
に
よ
り
契
丹
文

字
と
漢
字
を
参
考

に
し
て
作
ら
れ
た
。 

西
夏
（
1038
❘
1227
）
で

十

一

世

紀

前

半

李
元
昊

り
げ
ん
こ
う

の
時
代
に
漢

字
を
参
考
に
し
て
作

ら
れ
た
。 

 

南宋代の勢力図 

靖せ
い

康こ
う

の
変へ

ん

（
北
宋
の
滅
亡
と
南
宋
の
始
ま
り
） 

１
１
２
６
年
（
靖
康
元
年
）
宋
が
金き

ん

に
敗
れ
華
北
を
失
っ
た
事
件
。(

年
表
の
下
の
歴
史
地
図
参
照)

 
宋
は

遼
り
ょ
う

（
契
丹

き
っ
た
ん

）
や
西
夏

せ

い
か

（
タ
ン
グ
ー
ト
）
の
侵
入
に
対
抗
で
き
ず
歳さ

い

幣へ
い

に
よ
っ
て
平
和
を
保
っ
て
い
た
。 

 
 

 
※
歳
幣
と
は
国
家
間
の
条
約
に
よ
り
毎
年
金
品
を
贈
っ
た
り
す
る
こ
と
。 

辺
境
の
防
衛
軍
の
膨
大
な
維
持
費
に
加
え
、歳
幣
や
皇
帝
の
奢
侈
な
ど
の
た
め
財
政
難
に
な
っ
た
。 

そ
の
打
開
策
と
し
て
出
さ
れ
た
新
法
を
め
ぐ
っ
て
の
官
僚
間
の
闘
争
の
激
化
や
（
新
法
党
・
旧
法

党
の
争
い
）
相
次
ぐ
農
民
の
反
乱
（
１
１
２
０
年
の
方ほ

う

臘ろ
う

の
乱
な
ど
）
な
ど
が
北
宋
滅
亡
の
原
因

の
一
つ
と
な
っ
た
。 

※
燕え

ん

雲う
ん

十

六

州

じ
ゅ
う
ろ
く
し
ゅ
う

は
五
代

ご

だ

い

十じ
っ

国こ
く

時
代
の
後こ

う

晋し
ん

（
936
～
946
年
）
の
初
代
皇
帝
の
石
敬
瑭

せ
き
け
い
と
う

が
後こ

う

唐と
う

で
反
乱
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

起
こ
し
後
晋
を
建
国
す
る
時
、
遼
の
力
を
借
り
た
こ
と
に
対
す
る
見
返
り
に
割
譲
し
た
地
域
の
こ
と
。 

宋
は
１
１
２
０
年
金
（
金
は
１
１
１
５
年
遼
か
ら
独
立
し
た
女
真
族

じ
ょ
し
ん
ぞ
く

の
国
、
後
の
満
州
族
）
と
同

盟
を
結
び(

「
海

上

か
い
じ
ょ
う

の
盟め

い

」)

遼
を
挟
み
撃
ち
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
遼
を
華
北
か
ら
追
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
宋
が
金
と
の
約
束

を
守
ら
な
か
っ
た
り
、
同
盟
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
陰
謀
を
企
ん
で
金
を
亡
ぼ
そ
う
と
し
た
り
し
た
た
め
、
金
は
つ
い
に
怒
り
、

１
１
２
６
年
宋
に
攻
め
込
ん
で
き
た
。
（
１
１
２
５
年
に
は
金
は
西
夏
と
同
盟
し
て
遼
を
滅
ぼ
し
た
。）
金
軍
が
首
都
開
封

か
い
ほ
う

に
迫
る
な
か
、

徽
宗
は
「
己
を
罪
す
る
詔
」
を
発
し
て
退
位
し
、
長
男
の
欽
宗

き
ん
そ
う

に
譲
位
し
た
。
欽
宗
は
講
和
を
結
ん
だ
が
宋
軍
が
講
和
を
守
ら
な
か
っ
た

た
め
金
軍
は
総
攻
撃
を
か
け
、
１
１
２
６
年
11
月
開
封
は
陥
落
し
た
。
金
は
徽
宗
・
欽
宗
ほ
か
皇
族
や
官
僚
な
ど
数
千
人
を
満
州
へ
連
行

し
た
。
こ
こ
に
１
１
２
７
年
北
宋

ほ
く
そ
う

は
滅
亡
し
た
。
徽
宗
は
１
１
３
５
年
五
国
城
（
黒
龍
江
省
）
で
悲
惨
な
最
期
を
迎
え
た
。
享
年
54
歳
。 

開
封
が
陥
落
し
た
と
き
都
に
い
な
か
っ
た
徽
宗
の
九
男
の
構
が
江
南
に
逃
れ
て
即
位
（
高
宗
）
し
都
を
臨
安
（
今
の
杭
州
）
に
定
め
た
。 

こ
れ
よ
り
後
を
南
宋

な
ん
そ
う

と
い
う
。 

そ
の
後
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
は
１
２
２
７
年
西
夏
を
滅
ぼ
し
、
１
２
３
４
年
金
を
滅
ぼ
し
、
１
２
７
９
年
南
宋
を
滅
ぼ
し
た
。 

 

契
丹
文
字
（
遼
） 

      

西
夏
文
字
（
西
夏
） 

      

女
真
文
字
（
金
） 
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李
り

唐
とう

 「万壑
ばんがく

松風図
しょうふうず

」 

青緑山水系 台北故宮博物院蔵 

馬
ば

遠
えん

 「山径
さんけい

春
しゅん

行図
こ う ず

」 「辺角の景」台北故宮博物院蔵 

夏珪
か け い

 「溪山
けいざん

清
せい

遠図
え ん ず

」部分
ぶ ぶ ん

 台北故宮博物院蔵 

 

劉
り
"
う

松
し
%
う

年ね
ん 

%
羅
漢
図

ら

か

ん

ず

)
絹
本
着
色 

台
北
故
宮
博
物
院
蔵 

李
唐
・
馬
遠
・
夏
珪
・
劉
松
年
は
南
宋
画
院

の
四
大
家
と
呼
ば
れ
る
9 

夏
珪
は
南
宋
中
頃
の
人
で
>
上
の
@
溪
山
清

遠
図
E
は
雪
舟
が
@
山
水
長
巻
E
を
描
く
と

き
>
手
本
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
9 

右
の
@
観
瀑
図
E
は
生
地
を
空
白
の
ま
ま
残

し
て
描
い
て
い
る
9 

空
白
の
部
分
を
虚
形
と
い
い
>
描
か
れ
て
い

る
部
分
を
実
形
と
い
う
9 

梁

楷

り
%
う
か
い 

%
李り

白は
く

吟
行
図

ぎ
ん
こ
う
ず

) 

十
三
世
紀 

東
京
国
立
博
物
館
蔵 

減
筆
体 

夏珪
か け い

 「観瀑図
かんばくず

」 

台北故宮博物院蔵 

牧谿
もっけい

「観音・猿鶴図」 

の「猿」 大徳寺蔵 

牧谿「六
ろく

柿図
し ず

」 

大徳寺龍光院蔵 

中
国
の
芸
術
に
は
現
実
再
現
と
自
己
表
出
の
対
立
す
る
思
潮
が
あ
る
8 

9
院
体
の
写
実
画
と
精
神
性
を
求
め
た
文
人
画
の
二
大
潮
流
J 

宋
元
の
水
墨
画
は
中
国
絵
画
の
最
高
峰
と
さ
れ
て
い
る
8 

牧
谿
は
画
僧
で
あ
り
\
そ
の
作
品
は
宋
代
絵
画
の
総
決
算
と
い
わ
れ
る
8 

伝牧谿
でんもっけい

 瀟 湘
しょうしょう

八景
はっけい

「煙寺
え ん じ

晩鐘図
ばんしょうず

」畠山記念館蔵 

伝牧谿 瀟 湘
しょうしょう

八景
はっけい

「漁村夕
ぎょそんせき

照図
しょうず

」根津美術館蔵 

南
宋
画
院
の
絵
と
写
実
画
の
完
成 

                      

水
墨
画
.
文
人
画
1
の
完
成 
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高
宗
h
１
１
０
７
年
l
１
１
８
７
年
n
h
在
位
1127
年
l
1162
年
n 

南
宋
の
初
代
皇
帝
( 

父
徽
宗
と
同
じ
く
政
治
家
と
し
て
は
無
能
だ
9
た
が
<
書
を

特
に
愛
し
<
多
く
の
集
帖
を
刊
行
さ
せ
た
( 

I
蘭
亭
序
M
は
士
大
夫
の
家
に
は
ど
こ
で
も
あ
9
た
と
い
わ

れ
て
い
る
( 

黄
庭
堅
<
米
芾
を
学
び
次
に
二
王
を
学
ん
だ
( 

部分 

宋
の
三
大
家
の
影
響

の
強
い
南
宋
代
に
お

い
て
<
晋
唐
の
伝
統
的

な
書
を
尊
び
<
鍾
繇

し
"
う
よ
う

風
の
<
宋
朝
第
一
と
称

え
ら
れ
た
小
楷
を
よ

く
し
た
( 

遊
糸
書
は
一
筆
書
き

の
草
書
の
連
綿
で
<
一

行
一
筆
で
書
か
れ
て

い
る
( 

遊
糸
と
は
陽
炎

か
げ
ろ
う

の
こ

と
で
あ
る 

!
徽
宗
文
集
序
M
は
先
人
の
影

響
を
脱
し
た
高
宗
の
代
表
作
( 

徽
宗
の
文
集
の
た
め
に
高
宗
自

ら
書
い
た
序
文
で
あ
る
( 

 

天地 27.4cm 部分 

31×211 ㎝ 部分 

陸
游

り
く
ゆ
う

・
懐 か

い

成 せ
い

都 と

詩 し 

詩
人 

朱
熹

し
*
き

・
編
集
文
字
帖

へ
ん
し
*
う
も
じ
ち
1
う

h
１
１
７
２
年
n
手
紙 

学
者 

縦 24.8 ㎝部分 

范は
ん

成せ
い

大だ
い

・
西
塞

せ
い
さ
い

漁
社
図
巻

ぎ
1
し
6
ず
か
ん

跋ば
つ

�
１
１
８
５
年
�
田
園
詩
人 

部分 

部分 部分 

南
宋
の
書 

南
宋
の
書
は
前
期
は
宋
の
三
大
家
の
影
響
が
強
か
9
た
が
<
中
期
以
降
は
晋
唐
へ
の
復
古
へ
と
向
か
い
<
元
の
趙
孟
頫
へ
と
つ
な
が
9
て

い
く
(
宋
代
は
科
挙
の
試
験
が
楷
書
が
あ
ま
り
重
ん
じ
ら
れ
な
か
9
た
こ
と
が
優
れ
た
楷
書
が
ほ
と
ん
ど
な
い
理
由
か
も
し
れ
な
い
( 

北
宋
中
ほ
ど
か
ら
巻
き
筆
に
代
9
て
水
筆
が
一
般
化
し
柔
ら
か
い
字
を
書
け
る
よ
う
に
な
9
た
こ
と
が
<
優
れ
た
行
草
書
を
産
ん
だ
の
か

も
し
れ
な
い
(
横
幅
に
書
か
れ
巻
子
に
し
て
保
存
す
る
の
が
一
般
的
だ
9
た
が
<
宋
末
に
条
幅
形
式
が
始
ま
る
( 

高
宗

こ
う
そ
う

・
仏
頂
光
明
塔
碑
.
１
１
３
３
年
�
27
歳
の
書 

黄
庭
堅
風
( 

       

高
宗
・
徽
宗
文
集
序
�
１
１
５
４
年
�
48
歳
の
小
楷 

紙
本 

縦
27.4
㎝
全
長
137
㎝ 

文
化
庁
蔵 

       

呉
説

ご

え

つ

・
王
安
石
M
蘇
軾
三
詩
巻
�
１
１
４
５
年
� 

遊ゆ
う

糸
書

し

し

"

�
草
書
�
紙
本 

草
際
芙
蕖
零 

藤
井
有
鄰
館
蔵 

      

呉
説
・
伝
王
維
伏
生
授

で
ん
お
う
い
ふ
く
せ
い
じ
*

経
図
巻

き
1
う
ず
か
ん

跋ば
つ

�
１
１
３
３
年
� 

楷
書 

紙
本 

濃
墨
が
美
し
い
( 

大
阪
市
立
美
術
館
蔵 

    

詩
人
・
学
者
の
書 
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部分 

部分 

宋朝体の例（南宋・十三世紀） 

円え
ん

悟ご

克こ
く

勤ご
ん 

印
可
状

い
ん
か
じ
1
う 

東
京
国
立
博
物
館
蔵 

無ぶ

準
師
範

じ
"
ん
し
は
ん 

印
可
状 

東
福
寺
蔵 

虚
堂

き

ど

う

智ち

愚ぐ 

偈
頌

げ
し
#
う 

虚堂智愚 額
がく

字
じ

「 凌 霄
りょうしょう

」 大徳寺 

部
分 

宋
版
%
説
文
解
字
)
部
分 

禅
林

ぜ
ん
り
ん

墨
蹟

ぼ
く
せ
き 

書
道
の
技
法
を
超
越
し
た
書
で
あ
る
(
書
の
精
神
的
な
表
現
力
の
典
型
で
あ
り
<
新
し
い
書
の
美
で
あ
9
た
( 

 

鎌
倉
時
代
初
期
か
ら
<
栄
西
や
道
元
や
弁
円
な
ど
の
日
本
の
僧
侶
が
宋
に
渡
り
<
臨
済
宗
な
ど
を
日
本
に
伝
え
<
宋
と
の
交
流
が
盛
ん

に
な
り
<
宋
の
文
学
芸
術
な
ど
中
国
文
化
の
影
響
が
大
き
く
な
9
た
( 

宋
に
渡
9
た
禅
僧
が
も
ら
9
て
帰
9
て
き
た
師
匠
の
書
が
大
切
に
さ
れ
<
室
町
時
代
の
茶
道
の
流
行
と
と
も
に
I
墨
蹟
M
と
し
て
珍
重
さ

れ
る
よ
う
に
な
9
た
(
こ
れ
は
日
本
だ
け
で
あ
9
て
<
宋
元
の
禅
僧
の
書
は
中
国
で
は
ほ
と
ん
ど
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
( 

                     

宋
版 

宋
版
と
は
宋
代
に
印
刷
さ
れ
た
書
籍
�
版
本
�
の
こ
と
(
宋
刊
本
<
宋
本
と
も
い
う
(
多
く
が
禅
僧
に
よ
9
て
将
来
さ
れ
た
( 

唐
代
の
頃
か
ら
印
刷
術
に
よ
る
版
本
が
行
な
わ
れ
た
が
<
宋
代
に
は
木
版
宋
朝
体
活
字
が
作
ら
れ
る
な
ど
し
て
さ
ら
に
発
展
し
た
( 

字
体
は
北
宋
版
で
は
欧
陽
詢
や
顔
真
卿
や
柳
公
権
風
の
も
の
が
あ
る
(
南
宋
で
は
少
し
変
化
し
<
元
代
に
は
趙
子
昂
風
が
流
行
し
た
( 

          

活
字
の
発
達
が
手
書
き
の
楷
書
体
の
衰
退
の
大
き
な
原
因
と
思
わ
れ
る
( 
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!"# 
部分 

部分 

部分 

部分 

 

趙
ち
1
う

孟も
う

堅け
ん

・
自
書

じ

し

1

詩し

h
１
２
５
９
年
n
行
書 

 

自
作
の
詩
を
書
い
た
も
の
9 

 

文
天

ぶ
ん
て
ん

祥
し
1
う

・
木
鷄
集
序

も
く
け
い
し
*
う
じ
1

.
１
２
７
３
年
1 

杜と

詩し

断
簡

だ
ん
か
ん

�
１
２
５
０
年
� 

李り

伯は
D

嘉か

墓
誌

ぼ

し 

藤
井
有
鄰
館
蔵 

張
即
之

ち
)
う
そ
く
し

)
１
１
８
６
G
１
２
６
６
年
� 

張
即
之
は
僧
侶
で
は
な
い
が
<
禅
宗
に
造
詣
が
深
か
9
た
( 

南
宋
に
渡
9
た
日
本
の
僧
た
ち
が
張
即
之
の
作
品
を
持
ち
帰
9
た
( 

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
�
１
２
５
３
年
�
智
積
院
蔵 

                                   

�
宿
題
� 

宋
の
三
大
家
の
代
表
作
�
行
書
�
を
あ
げ
<
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
述
べ
よ
(
ま
た
三
大
家
に
共
通
し
た
思
潮
は
何
か
述
べ
よ
( 

 


